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大学教育センター 副センター長

山梨大学大学院総合研究部工学域教授
（工学部情報メカトロニクス工学科担当）

大学教育における反転授業とアク
ティブラーニングの組合せの効果

森澤 正之



はじめに

1

大学教育の質的転換

知識の伝達・注入

主体性を持ちグローバ
ル化に対応できる「真
の学力」

自ら考え行動できる学力

学生気質の変化

学びに対して受動的で
意欲が低い

他者への関わりへの
関心が低い

アクティブラーニング

解決法



はじめに

2

アクティブラーニングの実施方法

• 一部の科目だけ？
初年時教育科目，PBL科目

• 15回のうち１～２回だけ？

• 90分のうち５～１５分だけ

教員が目にできる効果は
あるか？

•どのような科目でも

•毎回

• 90分のうち半分以上

アクティブラーニングは
可能か？

スライドキャストシステムを用いた反転授業を組み込んだ
アクティブラーニング（FC+AL）

知識伝達量を減らさずに



アウトライン

3

1. はじめに
2. 反転授業を組み込んだアクティブラーニング
（FC+AL）
 FC+ALのねらいと利点
 スクリーンキャストシステムの利用
 FC+ALの実施方法

3. 山梨大学におけるFC+ALの展開
 3年間のＦＣ＋ＡＬの展開状況
 実施結果

4. おわりに



山梨大学の取組のご紹介（5分）

4

http://youtu.be/HrnHTrPPNRA

http://youtu.be/HrnHTrPPNRA


反転授業（FL／フリップトラーニング）

5



我々のねらい

反転授業を組み込んだアクティブラーニング（ＦＬ＋ＡＬ）

授業の大半を占めていた教員による講義

動画として事前提供
受動的な知識伝達

授業時間が空く

アクティブラーニングの時間にする

主体的な学び合いの時間

対面授業
を転換



FC+ALの実施は三段階

7

授業設計
（Instructional Design＝ID）

事前学習動画収録・配信

対面授業運営
（ファシリテーション）



FC+ALをADDIEモデルで考えると

8

授業の振り
返りを行い，
授業を改善
する

分析
（Analysis）

設計
（Design）

開発
（Development）

実施
(Implement)

評価
（Evaluation）

教える内容を分析し，
目標を明確にする

教える内容の検討
教授方法の検討
教材の検討

教材や学習環境
の準備

用意した教材を
使って実際に授
業を行う

事前学習ビデオの準備
AL活動と課題の準備
ファシリテーションの方法の検討

事前学習の実施
対面授業：ALの実施 反転

授業

ALでの学生の状況
を評価して，次回の
授業を改善



スライド（スクリーン）キャストシステム

9

 一般のPCにマイクを接続して，PCの画面と
音声を同時記録するシステム

 マウスポインタの位置も記録
 ネットワークを使用して配信



事前学習動画の準備は4ステップ

10

動画配信サーバ



事前学習動画作成用ソフトウェア

11

名称 OS 形式 長所 短所

山梨大学で使用している
動画収録配信システム

Win 7 スライド
キャスト
（静止画）

データ量小，
ログ，手軽，
オンプレ，編集

開発途上，
Win7限定，
動画は別途

SCREENCAST-O-MATIC Pro Win
Mac

スクリーン
キャスト
（動画）

手軽，安価
（Pro $15/yr）
編集・配信

データ大（動画），
ログ機能なし，
クラウド配信

Camtasia Win
Mac

スクリーン
キャスト

多機能
（JPY32,300）

データ大（動画），
配信機能なし

Explain Everything iPad スクリーン
キャスト

All in One，
安価（$2.92）

データ大（動画），
クラウド配信？
iPad限定

Power Point slide show
（Office MIX （β版）も登場）

Win スクリーン
キャスト

編集自在，スラ
イドを使う講義
なら最も手軽

PPT限定，

データ大（動画），
配信機能なし



ＦＬ／ＡＬの基本方針

12

• 従来座学中心だった複数の一般的な専門科
目で試行

• スクリーンキャストシステム・ネット配信技術
により15～40分程度の動画を事前配信

• 対面授業では質疑応答，演習，グループ
ワーク，プレゼンテーションなどのALを実施

• 授業内容（知識伝達量）は減らさない
• その他は，担当者や授業科目で自由に工夫
する



初めての教員向けFC+ALの実施方法

13

• 事前学習動画は10～20分程度として、対面授
業の90分中30～60分をアクティブラーニング
を行い、残りの時間は従来の講義

• 事前学習の内容は，対面授業で講義をしない

• 事前学習状況把握のために簡単なレポートや
アンケートなどを実施する

• 対面授業では，演習問題を個々に解く，４名１
組のグループで答案を採点しあう，グループ
で問題を解くなどの協調型グループワークを
実施



最近の実施方法 その１

14

事前学習

授業の３日前に10～15分の事前学習動画を2～3本を提供

学生には事前のノート作成を指示する。（ルーブリックを提示）

対面授業中に動画の内容の講義は行わない

対面授業

【授業前】4人グループでホワイトボード（WB)を用意して着席

ルーブリックの評価表を配布。ノートのピアレビュー

ルーブリックの評価表とノートのコピーを回収

学習目標と達成目標を提示

事前学習内容を解説するような課題をWBを使ってグループ討論

巡回し、必要ならば全体発表、教員による解説

応用問題、演習問題をWBを使ってグループで討論

巡回し、必要ならば全体発表、教員による解説

繰り返し



ルーブリックの例

15



事前学習ノート例
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事前学習ノート例

17



事前学習例

18



最近の実施方法 その１

19

事前学習

授業の３日前に10～15分の事前学習動画を2～3本を提供

学生には事前のノート作成を指示する。（ルーブリックを提示）

対面授業中に動画の内容の講義は行わない

対面授業

【授業前】4人グループでホワイトボード（WB)を用意して着席

ルーブリックの評価表を配布。ノートのピアレビュー

ルーブリックの評価表とノートのコピーを回収

学習目標と達成目標を提示

事前学習内容を解説するような課題をWBを使ってグループ討論

巡回し、必要ならば全体発表、教員による解説

応用問題、演習問題をWBを使ってグループで討論

巡回し、必要ならば全体発表、教員による解説

繰り返し



グループワーク例

20

ナレータ・ノレータモデルとは何かを説
明しなさい。

電流帰還バイアス回路の動作（各部
の電流、電圧）をナレータ・ノレータモ
デルを使って説明しなさい。



グループワーク例

21

• トランジスタの電流増幅率100～200

• 電圧増幅率を5とする

• ICを1mA

• Vcc=10V

• 以上の条件で増幅回路を設計しなさい



最近の実施方法 その２

22

対面授業中の活動 時間配分

教室入り口で振り返りや内容理解を助けるワークシートを
配布＆出欠確認

5分

事前学習動画の内容の振り返り （ポイントと疑問点をワー
クシートに記入＆スマホアプリで共有）

10分

集まった不明点全てに対して質疑応答を繰り返す 10～20分

内容理解を助けるための演習問題に個人で取り組む 3～5分／問

小グループで小型ホワイトボードを使って意見交換 7～10分／問

解答例を共有 3～5分／問

（時間が許せば）対面授業の振り返り

事前学習

授業の4日前に15～30分の事前学習動画（時に複数）を提供

事前のノート作成を指示し，視聴状況をノートでチェック

対面授業中に動画の内容の再説明はしない（質問対応のみ）

繰り返し



ワークシートの例

23



学生からのフィードバック例

双方向性の確保

24

多くの学生からのフィードバックを集めるため
にスマホアプリPingPong※を使用

※ http://gogopp.com/ja/

学生の意見をシェア
より詳しい説明を要求

http://gogopp.com/ja/


アウトライン
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1. はじめに
2. 反転授業を組み込んだアクティブラーニング
（FC+AL）
 FC+ALのねらいと利点
 スクリーンキャストシステムの利用
 FC+ALの実施方法

3. 山梨大学におけるFC+ALの展開
 3年間のＦＣ＋ＡＬの展開状況
 実施結果

4. おわりに



山梨大学におけるFC+ALの展開

26

山梨大学－富士ゼロックス社共同教育研究プロジェクト
（2012年度は準備年度，正式発足は2013年度）

グローバル人材の育成を鑑み，大学における教育環境
および教育方法の高度化に関して，産学協同で研究開
発を行う

FC+AL

情報通信II 伝熱工学
コンピュータネットワーク 基礎統計学IIおよび演習

プロジェクトメンバーによる試行

 Eラーニングの活用
 講義撮影とその利用方法
 アクティブラーニング
 紙媒体・電子媒体融合技術の活用

2012年度



コンピュータネットワーク 3年次後期 必修科目
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コンピュータネットワーク 3年次後期 必修科目
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コンピュータネットワーク 3年次後期 必修科目

29

低得点者大幅減
（30→10）

高得点者大幅増
（２→２１）

平均値，中央値共に大幅に上昇



コンピュータネットワーク 3年次後期 必修科目

30

低得点者大幅減
（30→10）

高得点者大幅増
（２→２１）

平均値，中央値共に大幅に上昇



コンピュータネットワーク 3年次後期 必修科目

31

低得点者大幅減
（30→10）

高得点者大幅増
（２→２１）

平均値，中央値共に大幅に上昇



電気通信系科目 ３年次後期 選択

32



電気通信系科目 ３年次後期 選択

33

高得点者大幅増
（１→１７）

平均値，中央値共に大幅に上昇（母数が少ない）



電気通信系科目 ３年次後期 選択

34
平均値，中央値共に大幅に上昇（母数が少ない）

高得点者大幅増
（１→１７）



電気通信系科目 ３年次後期 選択

35
平均値，中央値共に大幅に上昇（母数が少ない）

低得点者大幅減

高得点者大幅増
（１→１７）



伝熱工学 ２年次後期 選択

36



伝熱工学 ２年次後期 選択

37

H24が極端に悪いのは担当が
講義担当初年度で不慣れだった
ためと考えている



伝熱工学 ２年次後期 選択

38

改善した理由は慎重に
分析する必要がある

平均値，中央値共に大幅に上昇．継続的な観察が必要

H24が極端に悪いのは担当が
講義担当初年度で不慣れだった
ためと考えている



山梨大学におけるFC+ALの展開

39

情報通信I 情報通信II
コンピュータネットワーク 組込プログラミングI
アナログ回路Ⅱ 伝熱工学
光電磁波工学

工学部において試行を拡大

全学組織としてAL導入プロジェクトチームを設置。メ
ンバーは各学部から２～３名。

2013年度

 アクティブラーニングガイドの作成
 FC+AL講習会の実施
 紹介ビデオの作成
 チームメンバーによるFC+ALの実施



組込みプログラミング１ １年次後期 選択

40

平均値，中央値共に大幅に上昇



組込みプログラミング１ １年次後期 選択

41

平均値，中央値共に大幅に上昇

高得点者大幅増
（２→２１）

低得点者大幅減
（１3→３）



組込みプログラミング１ １年次後期 選択

42

平均値，中央値共に大幅に上昇

高得点者大幅増
（２→２１）

低得点者大幅減
（１3→３）



組込みプログラミング１ １年次後期 選択

43

平均値，中央値共に大幅に上昇

高得点者大幅増
（２→２１）

低得点者大幅減
（１3→３）



44



45



山梨大学におけるFC+ALの展開

46

情報通信I 組込みアーキテクチャー
情報通信II 組込みプログラミングI演習
基礎物理学III 振動工学
伝熱工学 電子回路Ⅰ
アナログ回路II 組込みプログラミングI
産婦人科課外教育 基礎物理化学Ⅱ
英語Ｂ初級 防災工学Ⅰ
コンピュータグラフィックス 光波動工学
図画工作科内容論

2014年度 全学において試行を拡大

授業の半分以上をFC+ALで行った科目。そのほか，
2回～4回程度FC+ALが試みられた授業が10科目程
度あり。



医学部での実施例（産婦人科 課外実習）

47

医学部医学科における 6 年間の教育課程

1年次

2年次

3年次

4年次

5年次

6年次

基礎教育科目

基礎医学

テュートリアル学習

臨床実習

選択実習，その他

語学，生物学，‥

解剖学，生理学，‥

臓器別，臨床医学講義
少人数ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習

内科，外科，産婦人科，‥
各科 1 〜 2 週間

選択実習 4+4+(4) 週間，
その他



48

ALSO （Advanced Life Support in Obstetrics）プロバイダーコース

産科における緊急事態に対する対処法を習得するため，2
日間のコース。座学、マネキンを用いたシミュレータ教育，
筆記ならびに実技試験が行われ，ALSOプロバイダー資格
が取得できる。

病棟業務の経験があることを前提、医学生
が受講しても、資格を取得することは難しい

ALSO プロバイダーコース受講へ向けた課
外授業（5年生の希望者を対象）
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産婦人科の臨床実習の週間スケジュール例

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

朝カンファ 朝カンファ 朝カンファ 朝カンファ 朝カンファ

手術・分娩
実習

手術・分娩
実習

医局カンファ

クルズス クルズス クルズス 口頭試問

外来実習
病棟実習 外来実習

病棟実習
レポート作成

総回診

外来実習
病棟実習

金木水火月

18:00

19:00

20:00

21:00

課外授業



医学部での実施例（産婦人科 課外実習）

50

1)スクリーンキャストシステムを用いて、実習部分の内
容について解説

2) 予習ファイルは、5 - 15 分程度になるよう作成
3) 課外授業終了時にアンケートを実施

視聴できたか
何回視聴したか
予習に要した時間はおよそどのくらいであったか
「予習のための負担」と「得られた効果」との比
その他、要望事項

4) 指導者からの聞き取り
昨年までの 3 年間と比較して変化がみられたか
その他



医学部での実施例（産婦人科 課外実習）

51

1. 実習における学生のパフォーマンスは、FC導入前と
較べて向上し，著しく 「出来ない」 学生が非常に少な
くなった

2. 学生の評価では、反転授業による予習は、有効で
あったとする者が大多数であった。また、「労力」対
「効果」比についても、効果が上回るとした者が大多
数であった。

3. 指導者からは、FC導入前と比較して実習が効果的
に進められ、実習に要する時間が短縮したとの評価
があった。（21時までに終了）



医学部での実施例（産婦人科 課外実習）

52

医学部医学科における 6 年間の教育課程

1年次

2年次

3年次

4年次

5年次

6年次

基礎教育科目

基礎医学

テュートリアル学習

臨床実習

選択実習，その他

語学，生物学，‥

解剖学，生理学，‥

臓器別，臨床医学講義
少人数ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習

内科，外科，産婦人科，‥
各科 1 〜 2 週間

選択実習 4+4+(4) 週間，
その他



教育人間科学部での実施例（図画工作科内容論）

1. 【対面授業】学習指導要領の講義（３と合わせて
６～７回）

2. 【対面授業】教員による小学校図画工作の模擬
授業（６～７回）

3. 【対面授業】学習指導案の作成法の講義

4. 【対面授業】学習指導案作成（２回）

反転授業導入前

小学校の図画工作科における学びの意義と学習指導
要領等の仕組みなどを理解し、授業の案を組み立てる
ことができること。



教育人間科学部での実施例（図画工作科内容論）

1. 【対面授業】学習指導要領と学習指導案の作成法の
講義（３回）

2. 【対面授業】教員による小学校図画工作の模擬授業

3. 【事前学習】教員の模擬授業のポイントを解説した10
分程度の動画資料を視聴。さらに，インターネットな
どで授業ポイントを深める調査を行う

4. 【対面授業】学習指導案作成のためのグループワー
ク。事前学習をもとにグループでディスカッション。

5. 【自宅学習】ディスカッションをもとに学習指導案を作
成。次回授業時に提出⇒赤で修正し、返却

反転授業導入後



科目名 学部 FL回数 AL回数 効果を感じたか FC/AL継続？

コンピュータグラフィックス 工 5回 13回 4 5

伝熱工学 工 11回 1回 4 4

アナログ回路II 工 14回 14回 5 5

組込みプログラミングI 工 14回 14回 5 5

組込みプログラミングI演習 工 6回 15回 4 5

情報通信II 工 13回 13回 5 5

光波動工学 工 10回 7回 4 4

情報系専門科目 工 3回 0回 4 4
化学系専門科目 工 4回 4回 4 5
化学系専門科目 工 15回 0回 4 5
機械系専門科目 工 9回 5回 3 3
機械系専門科目 工 3回 0回 4 4
電気電子系専門科目 工 8回 12回 4 5
物理科目 工 3回 0回 3 4
物理科目 工 13回 0回 3 4
土木系専門科目 工 5回 6回 4 5
土木系専門科目 工 6回 6回 5 5
医学系専門科目 医 2回 0回 5 5
医学系専門科目 医 8回 11回 5 5
教育学部専門（芸術） 教 4回 12回 5 5
語学（英語） 教 10回 10回 4 5
地理学 教 3回 0回 5 5
教育学部専門（国語） 教 3回 3回 4 3



山梨大学におけるFC+ALの展開
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2015年度 全学においてさらに試行を拡大

前期１３科目

後期２５科目（予定）



FC+ALの実施のまとめ
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 教員が目にできる効果が得られた

 多くの実施科目で平均10～15点の成績向上

 点数に表れない効果－授業態度の大幅な改善など

 FC+ALの継続実施科目では引き続き高い成果

 FC+ALは成績下位層の底上げと上位層の引き上げの

両方に効果がある

 FC+ALのAL部分（対面授業の設計・運営）が重要

 FCさえすれば必ず教育効果が上がるわけではない

 アンケートに拠ればFC+ALは概ね学生に受容された

 15～30分という短い動画でも授業外学習時間が増加

 反転授業とグループワークの組み合わせ効果は大き

い



アウトライン
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1. はじめに
2. 反転授業を組み込んだアクティブラーニング
（FC+AL）
 FC+ALのねらいと利点
 スクリーンキャストシステムの利用
 FC+ALの実施方法

3. 山梨大学におけるFC+ALの展開
 3年間のＦＣ＋ＡＬの展開状況
 実施結果

4. おわりに



FC＋ALのポイント（１）
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• 反転授業は授業のオンライン化ではない！事前
学習動画が素晴らしければ，うまくいくわけでは
ない。対面授業こそが鍵！

• 事前学習は予習ではない！何をどこまで事前に
学習させて、それに対して対面授業で何を行う
のか、などの授業設計が大切。

• 事前学習動画の作成は手段の一つであって目
的ではない！見栄えの良いビデオを作ることよ
り，対面授業との連携がとれたビデオを作ること
が大切



FC＋ALのポイント（２）
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• 授業時間中に行う教師と学生の活動は大きく変
わる。教師と学生、学生同士のインタラクション
は確実に増える。

• 授業改善が進む。FCとALを連携させることで，
学生の状況を良く把握することができ，目に見え
る改善ができる。

• 理解力の高い学生、低い学生のどちらにも効果
がある。

• 正直教師の準備作業量は増える。事前学習動
画の作成より，FCと連携したALの設計が大変。
しかし、教員の目に見える効果がある。



FC+ALをADDIEモデルで考えると
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授業の振り
返りを行い，
授業を改善
する

分析
（Analysis）

設計
（Design）

開発
（Development）

実施
(Implement)

評価
（Evaluation）

教える内容を分析し，
目標を明確にする

教える内容の検討
教授方法の検討
教材の検討

教材や学習環境
の準備

用意した教材を
使って実際に授
業を行う

事前学習ビデオの準備
AL活動と課題の準備
ファシリテーションの方法の検討

事前学習の実施
対面授業：ALの実施 反転

授業

ALでの学生の状況
を評価して，次回の
授業を改善



FC＋ALのポイント（２）
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• 授業時間中に行う教師と学生の活動は大きく変
わる。教師と学生、学生同士のインタラクション
は確実に増える。

• 授業改善が進む。FCとALを連携させることで，
学生の状況を良く把握することができ，目に見え
る改善ができる。

• 理解力の高い学生、低い学生のどちらにも効果
がある。

• 正直教師の準備作業量は増える。事前学習動
画の作成より，FCと連携したALの設計が大変。
しかし、教員の目に見える効果がある。



FC＋ALのポイント（３）
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• 最先端の機器でなくてもFC+ALはできる

• 反転できない授業はない

• クラスの規模に適正サイズはあるが、多くてはで
きない、というわけではない

• やりやすい教室の形はあるが、FC+ALができな
い教室というのはない



ご静聴ありがとうございました
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おしまい


